
会 議 録 

会議の名称 令和５年度第１回飯塚市障がい者施策推進協議会 

開催日時 令和５年５月９日 午後３時００分から午後４時１５分まで 

開催場所 飯塚市役所 本庁２階 多目的ホール 

出席委員 

丸野委員、渡邊委員、窪田委員、篠崎委員、髙橋委員、田才委員、合澤委

員、野口委員、八島委員、藤井委員、渕上委員、元吉委員、森嶋委員、安

永委員、吉田委員 

欠席委員 なし 

事務局職員 

福祉部長（長尾） 

社会・障がい者福祉課長（森山）、同・課長補佐（室屋） 

同障がい者福祉係長（花村）、同・係員（東、永冨） 

同障がい者自立支援係長（森）、同・係員（国本） 

会議内容 

１．新任委員紹介（２名） 

 任期：令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

２．第７期飯塚市障がい福祉計画及び第３期飯塚市障がい児福祉計画策定

に関する諮問 

 福祉部長より、第７期飯塚市障がい福祉計画及び第３期飯塚市障がい児

福祉計画策定に関する諮問書をお渡しした。 

３．第４期飯塚市障がい者計画の策定について推進状況 

[事務局説明] 

資料１-２に基づき説明する。 

[委員からの意見、質疑応答] 

（委員） 

前年度実施したアンケート調査について、この対象者数と回収率について

どのような結果か。 

（事務局） 

前年度に説明させていただいたが、アンケート標本数は、第３期障がい者

計画を策定する際に抽出した標本数と同数を行った。回答率は前回調査時

よりもおおよそ 5％ほど向上しており、障がいに関する意識、関心が高ま

っている調査結果ではないかと考える。 

４．第７期飯塚市障がい福祉計画・第３期飯塚市障がい児福祉計画の策定

について 

[事務局説明] 

資料３-５に基づき説明する。 

[委員からの意見、質疑応答] 



（会長） 

本日は、総論と各論について、事務局案を提案していただいたので、今後

は、これを分割して各章について細かく審議していく形になる。 

基本的には事務局案を提示してもらい、進捗状況などを確認していき、委

員の方からも、こういったものについては理念として掲げてしていくべき

ではないだろうかとかそのような意見をいただいたら、それに基づいて文

言なども入れていく、というような審議になっていく。 

（事務局） 

第７期飯塚市障がい福祉計画及び第３期飯塚市障がい児福祉計画につい

ては、今後、具体的な数字や金額など細かい部分を内容として提案させて

いただくことになる。これは 3 年毎の見直しの計画だが、本年度は、第 3

期飯塚市障がい者計画の見直し時期でもあるため、各計画について、並行

して審議していただくことになる。 

本日の事務局案についても、今日だけでなく、今後１年を通して意見をい

ただき、審議していければと考えている。 

５．その他 

令和４年度第２回会議で意見のあった項目についての検討結果報告 

[事務局説明] 

スクリーニングについて 

① 対象者への通知について 

 スクリーニングの対象者に対して更新までの 1年間の間に医療機関等に

おいて療育の対象者であることを確認するための通知をしなければなら

ない。通知を受けた方は医療機関の受診という時間的・経済的負担が発生

することから対象者でない者に対する通知は避ける必要がある。 

② 対象者の把握状況について 

 教育委員会に特別支援学級通学者について情報照会を行ったが、個人情

報保護の観点から個別確認は行えないとの回答があった。当課では、放課

後等デイサービス利用に係る調査時に「主な日中の活動場所」という項目

で、調査員が特別支援学級か普通学級かを聞き取り、特記をしているが、

今回の意見に対応できる分類までは聞き取りは行っていない。 

③ 対応方法について 

 当課において、放課後等ディサービス利用に係る調査時に特別支援学級

のクラスまで聞き取りを行い、対象者を判断することになるが、令和７年

度の通知から実施可能となる。なお、児童発達支援から放課後ディサービ

スに切り替わる利用者に関しては、そのタイミングで聞き取りを行い、受

給者証発行時に対象者に対して通知を行うことで令和６年度の開始に間

に合うと考える。また計画相談員に対して情報提供を依頼することも検討

をしたが、強制力はなく、教育委員会と同様に個人情報保護の観点から難

しいと判断した。 

④ 検討事項について 



前回、提案した案は特別支援学級通学者を除外した数値を基に、医療機

関の受診の待ち期間を考慮して「1 年前に通知を行う。」とした設計となっ

ている。もし、対象者が大幅に増加する場合には 1 年間のうちに受診がで

きずサービス利用の一旦中止という問題が生じる。そのため１～２年間の

うちに統計を取り対象者の増加数を確認したうえで、意見に対応できるの

かを判断することとし、対応できない場合は設計の見直しをする必要があ

るため、当面は原案どおりで運用を行い、統計的推移により見込みを行い、

制度の見直しを含めて提案をさせていただきたいと考える。 

 

会議資料 

会議次第 

【資料１】 障がい者計画体系一覧 

【資料２】 障がい者計画項目案＆総論関係計画期間のまとめ 

【資料３】 第7期飯塚市障がい福祉計画及び第3期飯塚市障がい児計画

策定の概要 

【資料４】 飯塚圏域障がい者地域自立支援ネットワーク活動報告 

【資料４】 関係計画期間のまとめ 

【資料５】 策定スケジュール 

公開・非公開

の別 

１ 公開   2 一部公開   ３ 非公開 

（傍聴者 3 人） 

その他  

 


